
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
な
ど
を

受
け
、防
災
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
は
一
層

高
ま
り
、消
防
の
果
た
す
役
割
と
期
待
は
、ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

火
災
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、桜
島
の
大
規
模
な
噴
火

や
、台
風
、豪
雨
と
い
っ
た
自
然
災
害
な
ど
、あ
ら
ゆ
る

危
機
的
事
案
か
ら
、60
万
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
、安
心
安
全
な
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
は
、市
政
の

重
要
な
使
命
の
一
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
第

５
次
鹿
児
島
市
総
合
計
画
の
基
本
目
標
の
一
つ
に「
健

や
か
に
暮
ら
せ
る

　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」を
掲
げ

て
、総
合
的
な
危
機
管
理
体
制
と
地
域
防
災
力
の
充

実
を
図
り
、安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
強
力
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

■
今
後
の
危
機
管
理
や
防
災
力
の
充
実
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
市
で
は
、こ
れ
ま
で
、40
ｍ
の
は
し
ご
車
や
高
規
格

救
急
車
な
ど
の
各
種
車
両
の
導
入
、隊
員
の
活
動
装
備

の
更
新
整
備
に
よ
り
、消
防
力
の
強
化
と
安
全
対
策
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、一
般
家
庭
に
お
け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
促
進
、消
防
団
や
自
主
防
火
組
織
な
ど
の
地
域
に

お
け
る
防
災
力
の
向
上
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、昨
年
12
月
に
は
、重
症
患
者
の
救
命
率
の

向
上
を
図
る
た
め
、県
内
で
初
め
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
多

様
化
・
複
雑
化

す
る
各
種
災
害

に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
で
き

る
消
防
体
制
と

救
急
救
命
体
制

の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
火

災
予
防
対
策
の

充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

私
は
、市
民

一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
高
い
防
災
意
識
を
持
ち
、

「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
守
る
」、「
地
域
の
安
全
は
地
域

で
守
る
」と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、家
庭
や
地
域
で

活
動
し
て
い
た
だ
く「
市
民
力
」と「
地
域
力
」こ
そ
が
、

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

毎
日
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、自
助
と
共
助
の
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
引
き
続
き
、市
民
の
皆
さ
ん
や
、事
業
者
、

国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
な
ど
と
一
丸
と
な
っ
て
、さ

ま
ざ
ま
な
災
害
へ
の
備
え
と
対
策
に
万
全
な
体
制
で

取
り
組
み
、安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
防
災
都
市
・
鹿

児
島
市
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

森　博幸 市長森　博幸 市長

■
本
市
が
進
め
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

教
え
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、観

測
史
上
最
大
級
の
巨
大
地
震
と
、そ
れ
に
伴
う
未
曾
有
の

大
津
波
な
ど
が
重
な
り
、多
く
の
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財

産
が
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
、改
め
て
自
然
災
害
の
猛
威
を

痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

本
市
も
、今
か
ら
約
１
０
０
年
前
に
発
生
し
た
大
正
３

年
の
桜
島
大
噴
火
を
は
じ
め
、平
成
５
年
８
月
６
日
の
豪

雨
災
害
な
ど
、数
々
の
大
災
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
令
に
よ
り
鹿
児
島
市
消
防
団
を

組
織（
18
分
団
・６
７
２
人
）

伊
敷
村
と
東
桜
島
村
の
編
入
に
よ
り
、鹿

児
島
市
消
防
団
、鹿
児
島
市
伊
敷
消
防

団
、鹿
児
島
市
東
桜
島
消
防
団
の
３
消
防

団
・
29
分
団
に
改
組

３
消
防
団
を
１
団
に
改
組（
29
分
団
・６
７

２
人
） 

谷
山
市
と
の
合
併
に
よ
り
、40
分
団
・８
７

５
人
と
な
る 

竜
水
分
団
に「
竜
ケ
水
班
」、福
平
分
団
に

「
火
の
河
原
班
」を
新
設

市
街
地
の
拡
大
な
ど
で
、伊
敷
分
団
団
地

班
を
西
伊
敷
分
団
に
、吉
野
分
団
坂
元
班

を
坂
元
分
団
に
、田
上
分
団
西
別
府
班
を

西
別
府
分
団
に
昇
格（
43
分
団
・８
７
５
人
）

吉
野
東
分
団
を
新
設（
44
分
団
・
８
７
５
人
）  

武
岡
分
団
を
新
設（
45
分
団
・８
９
０
人
）  

周
辺
５
町
と
の
合
併
に
よ
り
、組
織
の
改
組

（
72
分
団
・１
５
２
１
人
） 

女
性
消
防
団
員
24
人
採
用  

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
導
入

71
分
団
・１
５
１
０
人（
う
ち
女
性
消
防
団

員
24
人
）

昭
和
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年
８
月

昭
和
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年
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和
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月

 

昭
和
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月

 

昭
和
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年
２
月 

昭
和
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４
月

 

昭
和
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年
４
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平
成
５
年
４
月

平
成
16
年
11
月

平
成
19
年
12
月 

平
成
20
年
３
月

平
成
24
年
７
月

市
長
に
聞
く

地
域
を
守
る

　

安
心
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
鹿
児
島
市
消
防
局
〜

救命率の向上が期待されるドクターヘリ

市消防団
長

豊永 義夫
さん女性消防

団団員

阿久根 奈
緒さん

鹿
児
島
市
消
防
団
の
主
な
歩
み

愛するまち・ひとを守る

鹿児島市消防団

昭和24年に谷山の消防団に入団し
ました。当時の資機材は、手押し車
に、手押しの消防ポンプを積むとい
うお粗末なもの。雑草が生い茂った
でこぼこ道をわずかな消防団員で
「ヨイサ、ヨイサ」と掛け声をしな
がら火災現場に駆けつけるものでし
た。
現場までの道のりが長いときに
は、ポンプを押す余力がなかったこ
ともあります。それでも必死に手押
しポンプを使って、地域の皆さんの
協力もいただきながら消火作業を行
いました。
現在は、各地に小型の動力ポンプを積んだ消防車が配置されてい
ます。当時と比べると今の資機材の性能は雲泥の差です。
消防団員には、「おいどんの地域は、おいどんが守る!!」という
旺盛な奉仕精神があります。また、消防活動に生きがいと誇りを
持っています。ときには、消防署員に先行して消火活動を行うのが
消防団員。消防団と消防署は、車の両輪のような関係といわれま
す。今後もそのような関係を築きながら市民の皆さんの安全を守っ
ていきます。

学校を卒業してすぐに就
職したのですが、日頃から何
か人のために役に立ちたいと考えていまし
た。市が初めての女性消防団員を募集する
ことを知り、仕事をしながら活動ができる
と聞いてすぐに応募しました。消防団のこ
とはよく知らずに入団したのですが、日に
日にその活動に興味を持ち、次第に使命感
が芽生えてきました。現在の活動は、火災
予防週間の広報活動や救命講習会での救急
救命士のサポート、小型ポンプのホースを
伸ばす操法訓練などを行っています。
災害現場では、最前線での活動はできま
せんが、応急処置など後方支援活動などで
きることはたくさんあります。これからも
他の23人の女性消防団員の仲間とともに、
地域のた
めに頑張
ります。

手押しポンプ車と谷山消防団員
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